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タイルから学んだこと

２０２１年最後の礼拝の日のことです。礼拝が始まる１０分前に教会に着きました。

夫も私も車の外に出ましたが、後ろ座席から物を出す前に夫が車を締めました。そこで、

自分の荷物を出すために私は自分の鍵で、ドアを開け、中の荷物を採って車の鍵をし、

教会の中に入りました。  ドイツではいつも歳末に歌われるという、“ 良き力に支えられ
て ”が、NCM２によって賛美されました。 

 https://www.sanbi.us/post-31827/ 
(NCM2 CHOIR (New Christian Music Ministry) メンバーとアソシエーツのブログ  より )

YouTube▼▼
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この度、この日をもって私達の教会での賛美は最後にするというNCM2の方々へ小さ

なプレゼントを持って行っていました。それを礼拝前にその方達にお渡ししました。  

礼拝が終わりました。気が付くと私の車の鍵がありません。

でもあわてることはありません。そういう時のためにタイルという重宝なものをもっ
ているからです。  これは携帯電話と車の鍵両方に設置する物で、携帯電話の行方を捜

すときには鍵につけている小さなタイルを押します。そうすると、携帯電話が鳴るの

です。

反対に鍵がみつからないときには、携帯電話に入っているタイルのところを押すと、

鍵につけてあるタイルが鳴るという仕組みになっているからです。  
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ところが、ところが・・・です。

そしてわかりました。鍵の方のタイルのバッテリーが切れているという表示が携帯電

話に出ました。だから鳴らないのです。そこで、教会に残っている方たちに祈りの要

請とともに、みつかったら教えてくれるように頼んで、夫の鍵を使って帰途につきま

した。  

そして３時間くらいすぎたころ、ＮＣＭ２の隊長から電話をいただきました。なんと鍵

があったというのです。差し上げたプレゼントの中にみつかったということでした。  

祈りはきかれました。 それとともにこれって、なんだか、信仰生活に似ているという気

がしたのです。

私達がいつも神様につながっていなければ、神さまの方で私達を探してここに主がい

ると言ってくれても、私達の方で応答ができないのです。  もちろん、すぐバッテリー

をタイルに入れました。これからはそんな鍵をなくすという事態がおこってもすぐみ

つかることでしょう。  

  「主よ、ここにおります」あのサムエルが答えたように私達も、今年一年、すぐ神様に
答えられる者でいますように。

携帯のタイルのところを押しても何もきこえないではありませんか。  電話の画面の表

示はぐるぐるまわって教会の中を指し示すのですが、音がきこえないのでどこにある

かわかりません。つまり、教会のどこかになるのです。教会の方々も協力してあちこ

ちみてくださいましたが、みつかりません。  

竹下弘美


